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研究成果の概要（和文）：広汎性発達障害児を持つ親に対して，インターネットによるペアレント

トレーニングプログラムを開発・実施し，その効果を親の精神健康，子どもの行動，親の行動変容

に関する知識の側面から検討した。結果，プログラムに対する対象者の高い満足度を得ることがで

き，親に関して SRS-18 、PS-SF、親の行動変容法に対する知識の改善が見られた。子どもの変容

に関しては介入群の SDQの下位尺度について仲間関係において有意な上昇傾向が認められた（z＝

－1.725，p<.10）。 

 
研究成果の概要（英文）: This study is evaluated the effects of parent training(PT) of children 
with developmental disabilities, using e-learning system. After the intervention, the scores 
of SRS-18, PS-SF and KBPAC were improved but not meaningful statistically. The behavioral 
modification of the children were meaningful statistically. 
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１．研究開始当初の背景 

発達障害者支援法の施行に伴い、発達障害

者の早期発見から就労・生活までの具体的か

つ効果的支援方法の確立の必要性が叫ばれ

ている。 ペアレント・トレーニングは 1960196019601960

年代に米国において発達障害の療育の補助

的手段として開始されたものである。ペアレ

ント・トレーニングは我が国でも最近になっ
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て AD/HDAD/HDAD/HDAD/HD児を対象にしたプログラムが紹介

され（ウイッタム､2002200220022002；2003200320032003）、親の会や

病院、大学など様々な場所で様々な形態で実

施され始めている。しかしながら、現在我が

国におけるこれらのプログラムの実施形態

では、専門家の不在や自治体の予算不足など

により、全体の福祉制度として寄与すること

は限界がある。  

２．研究の目的 
本研究ではインターネットeeee----learninglearninglearninglearningを利

用したペアレントトレーニングプログラム
を各コースウエアを整備し、実際に運用する
ことでその効果を検証することを目的とす。
る。 
 
３．研究の方法 

1）対象者および対象児 

対象者は，広汎性発達障害児またはその疑
い児をもつ母親 24名であった。また対象者
の広汎性発達障害またはその疑いのある子
どもを対象児とした。対象者は，介入群 12
名と介入遅延群 12名の 2群に分けられた。
各群は，対象者の年齢（t(21)=-1.33，n.s.），
対象児の年齢（t(22)=.28，n.s.）および社会
生活能力指数 SQ（t(19)=.01，n.s.）がほぼ等
質になるようにマッチングを行なった。 

2）期間 

実施期間は，X年 10月から 12月までの約 2
ヶ月間であった。 

3）ウェブサイト 

ペアレントトレーニングプログラムのシ
ステム「子育て支援講座」をウェブサイト上
に構築した。 

4）受講の状況 

ウェブサイトの利用について調べるため

にGoogle社製Google Analyticsを使用して，

対象者のウェブサイトへのアクセス状況を

解析した。実施期間中のアクセス回数および

アクセス時間の平均を曜日別，時間帯別に分

析した。また，介入群の対象者の課題提出状

況をもとに，プログラム開始から修了までの

期間について分析した。 

5）親の変容 

介入群，介入遅延群ともに，心理的ストレ
ス反応測定尺度（以下，SRS-18：Stress 
Response Scale-18；鈴木，2004），育児スト
レスショートフォーム（以下，PS-SF：

Parenting Stress Short Form；荒木，2006）， 
Knowledge of Behavioral Principle as 
Applied to Children（O’Dell et al. 1979） 
がプログラムの前後で測定された。 
 
４．研究成果 

対象者 24 名のうち，介入群 10 名，介入遅
延群 12 名の計 22 名（95.7%）を分析対象と
した。平均アクセス回数は 12.6 回，平均ペ
ージ閲覧数 10.5 ページ，平均滞在時間数は 3
時間 27 分であり、対象者によって大きなば
らつきがあった。 

プログラムに対しては対象者の高い満足
度を得ることができ，親に関して SRS-18 、
PS-SF、親の行動変容法に対する知識に対し
て改善が見られたが、統計的な有意な差は得
られなかった。子どもの変容に関しては介入
群の SDQの下位尺度について仲間関係におい
て有意な上昇傾向が認められた（z＝－1.725，
p<.10）。本研究では対象者の高いプログラム
受講率を示したが，提供方法や構成などのプ
ログラムの受講しやすさだけでなく，対象者
の動機付けなどサンプリングの偏りの影響
があったと考えられる。 

また本研究のネットによる講義部分を従
来のペアレントトレーニングに組み込むこ
とでプログラムの拡大に寄与できると考え
られる。 
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